
「ケンド・ルビー」の件、その後も、⽂献にあたっています。合成・再⽣⽯説を補強する資料、フォールスネー
ム説を補強する資料をそれぞれご紹介します。「感想」に続き、ほとんど引⽤ばかりのメールとなりますが、
お許しください。 
 
まず、フォールスネーム説を補強する材料から。 
 
「ケンドルビー」が掲載されている広告『ダイヤモンド指輪定価表』が、明治 33／1900 年のもの。これより
以前に刊⾏されている宝⽯関係の単⾏本は、明治22年／1889年に発⾏されている和⽥維⼀郎『宝
⽟誌』が唯⼀（︖）です。 
 
この著は、「貴重の宝⽟と同⼀の鉱物と雖も、⾊及び透明の鮮かならざるものは固より宝⽟と称すべから
ざるなり。」（前編Ｐ２）という現代にも通じる⾼い意識で書かれた書物ですが、出版の「翌年神⽥⼤
⽕の際、書肆祝融に罹り、該書も亦烏有に帰し、汎く世上に流布せずして絶版」（鈴⽊敏「宝⽯誌」序
⽂）となった稀覯本です。（このあたり、岩⽥哲三郎『ダイアモンド』が関東⼤震災の影響であまり流布し
なかった、という露⽊先⽣の解説とよく似ているな、と思います。） 
 
この本が書かれた時点では、合成・再⽣ルビーを作る技術がなかったため、当然と⾔えば当然ですが、合
成・再⽣ルビーについての⾔及はありません。⼀⽅、ルビーについては、 
 

鋼⽟の透明にして紅⾊を帯ぶるもの之を紅⽟とす。此紅⾊にして透明無瑾なるものは極て稀にして
⾦剛⽯の最良なるものよりも反て稀なり。かの宝⽟商の紅⽟と称するは、多くは他の紅⾊の⽯なれ
ば注意せざるべからず。（後編Ｐ28）※傍線は吉⽥、以下同じ 
 
濃⾚⾊にして無瑾の紅⽟は諸宝⽯中最⾼価なるものにして、第⼀等の品位なる⾦剛⽯⼀「カラー
ト」のものは其値平均五拾円にして、稀には百円乃⾄百弐拾五円なり。然るに、同量の紅⽟にし
て最良のものは、其値、之に倍し、⼀「カラート」以上のものに⾄りては、愈々甚し。然れども、斯の
如き最良品位のものは甚だ稀にして、⾊稍淡なるときは⾮常に低廉となり、薔薇⾊にして殊に通常
の⼩⽯に⾄りては⼀「カラート」僅に五円以下なり。（後編Ｐ32） 
 

と、類似⽯がルビーとして販売されていること、真正のルビーであっても「薔薇⾊」のものなどは⾮常に低廉
であることが記載されています。 
 
ルビー類似⽯については、 
 

◎スピネル 
 



尖晶⽯「スパ井⼦ル」 各⾊中、唯紅⾊なるものは、濃淡均⼀且透明にして宜しく宝⽯に使⽤すべ
し。紅⾊中に洋紅或は猩々緋なるもの、最も値あり。之を「ルビー、スパ井⼦ル」Ruby Spinel と称
し、数々真正の紅⽟に擬し売買することあり。（後編Ｐ36） 
 
価格は⾊及質の純濁に因りて等差あり。美麗にして濃紅⾊なるものは、⼀「カラート」の価、⾦貨三
拾七円及び五拾円にして、其⾊稍淡なるものは低廉なり。（後編Ｐ37） 
 
◎ガーネット 
此純紅⾊⼜は微かに紫⾊を帯ぶるものは酷だ紅⽟に類するを以て、多くは⾁眼を以て鑑別し難し。
南⾮洲の産にして斯の如き美⾊のものは、宝⽟商、之を「カップ、ルビー」（即ち岬紅⽟、此名称は
南⾮洲の希望岬の近傍より出するが故なり）と称し、「ペグー」所産の紫⾊を混ずるもの之を東邦
柘榴⽟と唱へ、褐⾊を混ずるもの之を「ウエルメユー」Vermeille と称す。 
価格 最も⾼貴なるは南⾮洲産の所謂「カップ、ルビー」、錫蘭島及「シリアム」産のものにして紅⽟
の⾊を有するものなり。是等は皆紅⽟の名を以て売買せらる。⼀「カラート」の値⾦貨五拾円乃⾄
六拾三円なり。（後編Ｐ58） 
 
◎トルマリン 
就中最も⾼価なるものは紅⾊の所謂「ルベライト」Rubelite と称するものにして露国烏拉⼭の花崗
岩中。より其美麗なるものを産出す。其外観紅⽟と判別すること難きを以、亦之を紅⽟として売買
すること少なからず。（後編Ｐ64） 
 

とあり、スピネル、ガーネット、トルマリンが「紅⽟」として売買されていることが記載されています。（Ｐ86 に
は、「紅⾊宝⽟」として、 「紅⽟、尖晶⽯、柘榴珠、ルベライト、⻩⽟」と記載されています。） 
 

なお、『宝⽟誌』の約 20 年後に出版された、鈴⽊敏『宝⽯誌』でも、スピネル、ガーネット等がルビーとし
て売買されていることを記録しています。 
 
P185 紅宝⽯の透明無瑕にして、鳩⾎の如き濃紅⾊を帯ぶるものは其最良品にして、⾦剛⽯の最上
のものより其価格遥に騰し、宝⽯商の所謂紅宝⽯と称する内には尖晶⽯、柘榴⽯、紅電気⽯等の紅
⾊を帯べる⽯多く・・・ 
 
Ｐ190 鳩⾎の如き濃紅⾊を帯べる無瑕の紅宝⽯は諸宝⽯中最⾼価にして⼀等⾦剛⽯⼀「カラット」
の価を仮に三百円とすれば同重量⼤最良の紅宝⽯は之に倍する価あり、・・・ 
斯の如き優等の品は稀にして、⾊漸く淡ければ価格随て減じ、其薔薇⾊にして特に⼩形のものは⼀「カ
ラット」⼗円以下とす。 
 



Ｐ192 其擬似品に普通使⽤せらるる宝⽯は紅⾊尖晶⽯（⼀名「バラス」紅宝⽯）及び紅⾊柘榴⽯
（⼀名岬紅宝⽯）の⼆者とす、・・・・⼜紅電気⽯若くは紅⽯英（⼀名ボヘミア紅宝⽯）を以て紅宝
⽯を擬するも、其低き硬度と⽐重は正に偽者たるを証すべく、其他⻩宝⽯を焼き紅⾊を出してブラジル
紅宝⽯と唱へ、紅⾊の蛍⽯を⼜紅宝⽯に擬す 
 
P204 尖晶⽯（スピネル） 
尖晶⽯の紅⾊を帯ぶるものは古来より緬甸、錫蘭等に産出し、紅宝⽯の変種として愛⽤せられ、其の
紅宝⽯と性質を全く異にせるを知りしは⼀⼋世紀の末造にてありき。 
P204 其専ら宝⽯に供⽤せらるゝものは紅⾊を帯び、濃淡均等にして透明なるを紅宝尖晶⽯とす、其
中洋紅⼜は猩々緋紅を帯ぶるもの最も価あり、之を尖晶紅宝⽯ Spinel Ruby と称し、往々真の紅宝
⽯に擬し売買することあり 
 
P225 柘榴⽯ 価格 最も⾼貴なるは紅宝⽯に類する南阿産の岬紅宝⽯、緬甸産のシリアン柘榴⽯
にして、是等は皆紅宝⽯の名を以て売買せられ⼀「カラット」の価、時に百円内外のものあり、其⾊の美
ならざるものに⾄りては頗る低廉にして彼のボヘミア所産の紅榴⽯の如きは其⼀にして広く飾具に供せら
る、 

 
さてその『宝⽯誌』は、正確には⼤正 5 年／1917 年の発⾏ですので、当然、合成ルビーも⼤きな話題となっ
ています。 

 
P110 学術の進歩に伴れ、⼈⼯を以て宝⽯を偽造せしもの、今や⼀転して天然産と其実質を違へざ
るものを製出するに⾄れり、就中紅宝⽯、藍宝⽯の如き欧州に於て実⽤に供せらるゝものを、廉価に製
出し得るを以て、近来我国に続々輸⼊し来り、貴⾦属宝⽯商の店頭に陳列しある這種宝⽯⼊の指環、
留針、頸飾、襟留等⼗中の七、⼋は天然産に⾮ずして、此⼈造品に属するものを⽐較的⾼価に販売
せるを⽬撃せり、危険⾄極と云ふべし、 
 
P190 貴鋼⽟⽯の価格は品質の純潔と⾊の濃淡等に因りて著しき差あれば各⽯に就て其価格を定
むること難し、之に加ふるに世上の流⾏は⼤に其価格に影響を及ぼし昴低常なく、特に近来⼈造紅宝
⽯、藍宝⽯等を使⽤するもの多きを以て其価格下落せんとす・・・・ 
 
P192 擬似及び⼈造貴鋼⽟⽯と其鑑別 
鋼⽟⽯中紅宝⽯は其産少くして需要多ければ近来は⼈造紅宝⽯を以て之に充つるも亦劣等の宝⽯
を⽤ひ之に擬するもの尠とせず、も、・・・ 

 
とありますが、不思議なことに、「ケンドルビー」についての⾔及は皆無です。 
 



 
⼀⽅、「ケンドルビー」＝「合成もしくは再⽣⽯」説を裏付ける、⼤変有⼒な資料は『地質学雑誌』⼤正
11 年／1922 年の「⼈造宝⽯の製造法 附宝⽯偽和品」です。 
前回、ご報告した資料に上書きする形で、対応箇所を抜き出しました。 
 
＜フレミーとフェイル＞ 

（以下、⼩字・グレーの部分は前回報告済の事項） 

【飯⽥】ジュネーバー・ルビーが出現するおよそ 5 年前、フランスのフレミーとフェイルは陶器の坩堝の中で・・・サファイ

アの合成に成功している。ゴードンが作ったものとは違い、実に美しいものであったという。・・・それらの結晶群からたく

さんの⼩さなルビーが磨かれ、多くの装⾝具を飾ったのである。 

 

【宝⽯神秘と伝説】 

1877 年になってフレミイとファイルの 2 名の化学者が、とにかく⼩さいながら琢磨することができるほどの⼤きさのもの

を作り出した。 

 

巽忠春【あなたの宝⽯】(昭和 37/1962 年、Ｐ182〜) 

1877 年に初めて合成ルビーが現れましたが、このときのものは結晶が⼩さくて装⾝具⽤には不適当でした。そこで

⼯業⽤に向けられ、時計などに利⽤されたのです。 

 
【⼈造宝⽯の製造法 附宝⽯偽和品】 
フレミー⽒は 1883 年の研究に依りて得たる多量のルビー製品を市場に出せり。今⽇にては⽒の
製法は極めて普く知られ居るも当時の⼈々の驚愕は⾮常なるものなりき。・・・・ 
1886 年ジャンヌテー⽒ E.Jannetaz が当時巴⾥に於けるフレミー⽒⼈造ルビーに関して報告せ
るものによれば、多数のものは印度品より⾊沢共に優りて・・・ 
 

＜ジュネーバ・ルビー＞ 
【飯⽥】1882 年頃から多くのルビーが市場に出回り始めた。“ジュネーバー・ルビー”とよばれたそれは、・・・いわゆる

『再⽣ルビー』である。 

 

【あなたの宝⽯】 

1882 年から 1883 年にかけて、ひじょうに⼤量のルビーが市場に出回ったことがあります。これは、ジュネーブのルビ

ーという名称で、1キャラット100マルクという値段で取引されたのですが、実は、スイス⼈のワイゼが天然の屑ルビー

を溶かし合わせて作ったものだったのです。 

 
【⼈造宝⽯の製造法 附宝⽯偽和品】 
已に 1885 年頃よりヴィーゼ⽒ Wyse は⾃然産ルビーを加⼯なす時⽣ずる⼩⽚の廃物を粉末と



なし之に少量の珪砂及硼酸の如きものを加へて溶融し⼤なる結晶を得、市場に製品を出し再⽣
ルビー⼜はゲンフルビーと称せられたり。此物は真のルビーにあらずして⼀種の模造品と云ふべきも
のにしてルビーの特性と異り単屈折をなし硬度光沢等多少劣るのみならず気泡多く脆弱なる⽋
点ありき。 

 
＜「ジュネーバ・ルビー」以外の再⽣ルビー＞ 

【飯⽥】⾔及なし 

 

中村善吉【宝⽯神秘と伝説】(昭和 33 年/1958 年、Ｐ136） 

天然の⼩⽯や細⽚を集めて、これを溶かした上でやや⼤形のものを作った。しかしこれはいわばルビーのガラスともい

うべきものであり、それは再製⽯ re-constructed stone ではあるが、科学的な合成宝⽯ではない。その上透明

度においても劣るし、⾊も淡くて貧弱であり、かつ脆かった。1895 年頃フランスのミショーという⼈が、この⽅法でか

なりの⼤きさのものを作り出すことに成功して、彼の再製⽯はフランス、ドイツ、アメリカ、インドなどの市場に現れ、こ

とにインドでは天然⽯と混じて売られたことがあったが、今⽇では再製⽯はまったくすたれてしまった。 

 

【あなたの宝⽯】 

さらに 1890 年から 1900 年の間に、ふたたび天然ルビーの⼩⽚を原料にした⼈造ルビーが市場に現れました。こ

んどはジュネーブのルビーなどと、なんとなく天然らしきあやふやな印象の名前を冠せずに、正⾯から「再⽣ルビー」と

いう商品名で登場しています。再⽣ルビーは、1892 年頃には 1 キャラット 100 ないし 150 フランで取引されてい

ましたが、1904年になると、突如、0.3フランまで暴落してしまったのです。その理由は、1904年に⾄って、フランス

のベルヌイが屑ルビーの再⽣でない合成ルビーの製造に成功したからでした。 

 

【宝⽯百年】(昭和 41／1966、P335) 

単なる再⽣ルビーの⽅はそれ(ヴェルヌイ合成ルビー)より早く、すでに明治20年代(1887〜1897)に⼊っていたが、

⾊が淡きにすぎるのと、質がもろくて、加⼯にすら適さないものが多かったので、ほとんど問題にされなかった。また形

も⼩さいものばかりであった。 

 

【⼈造宝⽯の製造法 附宝⽯偽和品】 
1895 年ミハウド⽒ Michaud はヴィーゼー⽒の⽅法の如くルビーの⼩⽚を⽩⾦坩堝中に溶融し
之に細末を振掛け溶融を持続し⼤なる結晶を得て再⽣ルビーなる名称の下に市場に製品を出
せしも同様脆弱其他の⽋点ありて完全なる能はざりき。 

 
再製ルビーが「ゲンフルビー」と称せられたというのであれば、「ゲンフルビー」＝「ケンドルビー」という説も成り
⽴ちそうです。 
 
⼀⽅、 



○ ⾊⽯はこの時代も価格差が⼤きく、通常品質の⽯は⽐較的安く⼿にいれられたこと。特に「薔薇⾊」
のルビー（今でいうピンクサファイア︖）は、トパーズ並みの価格で⼿に⼊ったこと 

○ この時代にあった再⽣⽯は、「脆弱」その他の⽋点があり美麗ではなかったこと（また、それほど安い
値段であったかどうかも疑問です） 

○ 『宝⽯百年』に、「ケンド・ルビーとかケープ・ルビーなどというまぎらわしい名称」という記述があり、フォー
ルスネームであることが⽰唆されること 

などから、「ケンドルビー＝類似⽯」説も、説得⼒があると思われます。 
 
明治時代の指輪の実物が出てこないという現在、「これがケンドルビー」という品物が何かのはずみで出て
くるか、「ケンドルビー」について書かれた明治の書物が出現することを、楽しみに待ちたいと思います。 
 

以上 
 
 
＜以下の書籍はジュエリーライブラリに所蔵されていますが、なかなか開館時間に訪問出来ないため、以
下の⼀般図書館および公開情報を⽤いました。＞ 
〇松井英⼀『宝⽯・貴⾦属の選び⽅ 買い⽅』（昭和３５年／1958 年）神奈川県⽴図書館蔵書 
○和⽥維⼀郎『宝⽟誌』（明治 22 年／1989 年）早⼤図書館所蔵書 
〇鈴⽊敏『宝⽯誌』（原著︓⼤正 5 年／1917 年、復刻版︓昭和 49 年／1974 年）神奈川県
⽴図書館蔵書 
〇⻄岡薫祐『宝⽯の話』（昭和 7 年／1932 年）神奈川県⽴図書館蔵書 
○⼩⼭⼀郎・平岡勇造「⼈造宝⽯の製造 附宝⽯偽和品」（『地質学雑誌』29 号／⼤正 11 年／
1922 年、同誌ホームページから引⽤ 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/geosoc1893/29/346/29_346_276/_pdf） 
 


